
今年は例年になくよく雪が降り、天気

予報ではずっと雪だるまマークが付いて

いる週もありました。それでもいつの間にか日が長くなり、太陽の明る

さと暖かさに春を感じます。－４℃だった朝、つららを見せに校長室に

来てくれた子がいました。ずっと雪の下にうもれていた、秋に「花いっ

ぱい運動」で植えたビオラは、また元気に頭を持ち上げ、１年生のチュ

ーリップの球根からは、土の中で春を待っていたかのようにかわいらし

い芽を出していました。雪の下でエネルギーを蓄えていたのでしょう。

その時間も植物にとっては意味のある大切な時間なのかもしれません。

３月は学年のしめくくりの月です。６年生は残り１６日間、１～５年

生は１７日間となりました。

２月26日（土）には「６年生にありがとうの気持ちを伝え、全校がかがやく送る会にしよう」

をテーマに「６年生を送る会」を行いました。この日に向けて、実行委員会を中心に在校生全

員が６年生に感謝と応援の気持ちを伝えるために一生懸命練習をしたり準備をしたりしてきま

した。新型コロナウィルス感染拡大防止のため、今年度も保護者の皆様にお越しいただくこと

ができませんでしたが、どの学年も一生懸命発表しました。

全校で集まる時、いつも端や後ろに並んでいる６年生ですが、この日は一番前の席に座り、

とってもいい表情で下級生の発表を見ていました。きっと、在校生の心のこもったメッセージ

をしっかり受け止めてくれたと思います。

お家の方に見てもらえなかったのはとても残念ですが、録画したも

のをタブレットで見てもらえるようにしたいと思います。少し時間は

経ってしまいますが、一緒に動画を見ていただきながら、発表の時の

様子や練習・準備の様子を聞いてあげてください。

今年度もいろんなことができなかったり縮小されたりした１年間で

したが、その中で精一杯取り組んでいる岡田小学校の子どもたちを見

ていると、うまくいかないことを周りのせいや誰かのせいにするので

はなく、できることを精一杯がんばることの大切さや、結果はどうで

あれ、子どもたちの経験すべてが、学び・成長につながっていること

を感じます。

ご家族の支え、地域の方の見守り、友達や先生との学校生活の中で、子どもたちは心豊かに

たくましく育ちます。いよいよ本日から３月。今の学年、今の教室で過ごす最後の月になりま

した。23日に卒業式、24日に修了式を迎えます。進学・進級に向けて、１日１日を大切に過ご

してほしいと思います。

保護者、地域の皆様には、変わらぬご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
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